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国立大学法人化
＜自主自律＞
自分の道は

自分で決める。

評価
社会的な存在意義

この大学にしかないもの

研究
教育

社会貢献

国立大学として全国一律
に提供すべき機能

大学法人として自律的・組織
的に個性化した機能

国立大学法人の機能
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大学としての機能

国立大学法人 国立大学法人

トップマネージメントによって大学の組織としての力を発揮させる



大学の持つべき機能も変わる
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広報

分析

企画

施策立案

組織体制
推進

効果検証
文部科学省 大学

資金調達

広報

分析

企画

施策立案

組織体制
推進

効果検証

大学

資金調達

文部科学省



資源配分戦略
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学内
強み弱み

社会的
要請

大学全体としてどこに向かうか
資源配分、組織化、外部資金調達、外部連携

この戦略立案遂行には、
大学の研究教育の情報の集約のみなら
ず、運営交付金、授業料、病院、外部
資金、産学連携資金、さらには大学資
産までふくめた統合的な大学ＩＲが必
須であり、それに基づきプロディー
サーとして大学執行部とともに企画立
案ができる職が必要。

部局長、総長補佐、事務職員等と連携
をして実施・推進を行う。



ＵＲＡキャリアパスについて
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虫 大好き！

月 大好き！
環境科学

工学

科学者

学術博士

大学研究者
大学

企業

１～５名規模

１～１０名規模

１０００～１００００名規模

研究開発員
総合職

社長・部長

～３５歳

役員 部局長

５０歳

企画・マネージメント

～３５歳

ＵＲＡ職



北大ではＵＲＡ機能は進化した！
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科研費や競争的資金を増やす
→ 仕組みをつくる

共同研究を増やす仕組みを作る
学内活動の事業化を行う（事業化、設備資金調達）
他大学ではできない研究のランドマークを作る
資産の活用を考える

プロデユーサー機能・大学経営マネージメント

研究の企画立案、資金の調達管理………
科研費や競争的資金を増やす
科研費書類を添削して、採択率を上げる

個別研究者支援

Before

After



URA職の創設

｢大学力強化推進本部｣の中心にＵＲＡステーションを位置付け
「大学力強化推進本部」は、本学が将来において備えるべき研究力の強化及び教育
研究活動の国際的な展開を図る上で必要な事業を推進することを目的として設置
（本部長：総長）。

●ＵＲＡ職を恒久的な職
2014年5月 URA職創設WGを設置。教員，事務職員（人事課，研究推
進部），URAで構成し，多様な視点から原案を作成し，適宜，関係役員
及び財務関連部局と協議を繰り返しながら，制度設計。

「ＵＲＡ職」の創設
・総長のガバナンスにより，2014年12月 役員会において｢ＵＲＡ
職｣を創設し，13名を任期の定めのない職として配置することを決
定
・研究戦略企画及び研究推進支援業務を職務とする者の職群を，
「URA職」として一本化

●全学的な理解の広がり

ＵＲＡの
キャリアパスの整備

研究担当理事ー部局長懇談会の実施
（全28部局）

部局財源による 「URA職」及びURA
業務を担う職員が拡大
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次世代の
本学の大学経営を担う
幹部候補生

１０名テニュアＵＲＡ職


